












































































































皇宮警察長 一人 奏任 皇宮警察守門の事を掌る
○皇宮警察次長 一人 奏任 ○皇宮警部 判任
○皇宮警部補 判任 ○皇宮警手 等外
皇宮警察長皇宮警察次長官等俸給
皇宮警察長 奏任二等 上弐千圓 中千八百圓 下千六百圓
奏任三等 上千五百圓 中千四百圓 下千三百圓
皇宮警察次長 奏任四等 上千二百圓 中千百圓 下千圓


































★ 6月 26日 皇宮警察官服制制定（宮内省達第9号）
明治21年（1888） 12月 14日 皇宮警察官服務規程改正
明治22年（1889） 6月 21日 皇宮警察官服務細則を定める
7月 23日 宮内省官制改定，主殿寮付皇宮警察署となる
明治31年（1898） 2月 7日 皇宮警手を判任待遇とする
明治41年（1908） 1月 1日 宮内省官制内大臣府官制宮内官等俸給令宮内官任用令
宮内官分限令宮内官懲戒令等を施行（明401031改定）
主殿寮警察部となる
明治42年（1909） 10月 26日 伊藤博文，ハルビン駅頭で暗殺さる
明治44年（1911）







明治45年（1912） 3月 19日 菊御紋章使用を制限し菊葉宮の章制定
5月 11日 済寧館設立記念主殿寮警察部創立記念武道大会開催
大正元年（1912） 7月 30日 明治天皇崩御
12月 7日 皇宮警察官服装細則を定める




大正13年（1924） 3月 25日 済寧館を大手門内下乗橋跡北側に新築（元進修館）
大正14年（1925） 1月 27日 皇宮警察官史服務規程を改正（警手部長を新設）
皇宮警手部長登用規程を定める
★ 皇宮警手部長の服制を定める（官報第3727号）























































































































































































































































































































































写真5 頭頂部（側面） 写真6 頭頂部
（真上から）
④
③
②
①
⑤
以上のように，先に示した明治19年の製式図からは，小型ではあるものの先端が平坦な突起が存
在したことが読み取れるが，本学光葉博物館に寄贈された正帽すべてにおいてスパイク部分は存在し
ない。いつの時点からか頭頂部に備わっていた突起は行われなくなくなり，むしろ兜の鉢の頂上に施
された八幡座の装飾金具を踏襲したものとして，16弁の八重の菊花御紋章が意味を成すようになっ
たのではないかと推察する。
おわりに
これまで当初の規定に則った皇宮警察の正帽が，どのように着装されていたのか，記録的な資料を
調査中である。その中で特筆しておきたい史料がある。それは，宮内公文書館所蔵の「昭憲皇太后大
喪儀絵巻2」註5と称する絵巻で，巻子に仕立てられている。写真7，写真8にその本紙の一部画像を
紹介する。
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写真7 大正3（1914）年5月の昭憲皇太后大喪儀絵巻2（部分）（宮内庁宮内公文書館所蔵）
写真8 同上（拡大図）（写真7中央左寄りの入口附近）
見返し冒頭には巨勢小石（18431919）という絵師の名と「昭憲皇太后大葬儀 桃山鹵簿」との墨書
があり，さらに朱書きで「桃山御陵所及鹵簿 上」とある。おそらく大正3年5月26日，京都伏見の
桃山御陵で執り行われた皇太后の葬儀の状況を描き残したものであろう。鹵簿とあるように，各種の
職掌を担う人々が隊を組み，金箔の砂子が霞となる中を行列が続く情景や，建物や垂れ幕の向こうに
は配列隊形の人々が詳細に描かれている。居並ぶ隊形の中に，皇宮警察官の警視，警部らの制服姿の
人々であろうか，規定に則った胸に左右各7つボタンのフロックコート形堅襟上衣に側章のあるズボ
ン，頭頂部に突起のある正帽（礼帽）が描写されている。微細ながら階級による飾り章の金銀の色
分けも行われている。この制作年は判然としないが，作者は大正8年に没しており，本資料が用いら
れていた時期からそれほど離れてはいないとみてよいのではないか。
本資料は，先に述べたように，伝統的な手法と形態，そして象徴的な章を配した国産による造形
である。そこには当時の服制制定を推進した人物らの意図が表れているといえる。皇宮警察創設当初
の服制に西欧の様式を取り入れつつも伝統を駆使した事情を考える時，明治22年の憲法発布式に向
かう時期の伊藤博文による宮中改革が，密接不可分のこととして背景を成していたのではないかと思
われる。儀礼の際の洋装服制の細則には，例えばドイツからのお雇い外国人オットマールフォン
モール（18461922）をはじめ諸外国の要人が関わったとも推察され，その経緯を解くことも今後の課
題である。
註
1）皇宮警察史皇宮警察の前身から設立の過程，その後の改変について詳しいのは，皇宮警察史編さん委員会編
『皇宮警察史』（皇宮警察本部 1976）である。本書は，昭和47年に皇宮警察史編さん委員会が設けられ，
長年の調査を経て，主殿寮に皇宮警察が創設されてより90周年を迎えたことを記念して発刊されたという。
慶応3年から昭和15年に至る皇宮警察年表を付し，服制に関わる項目も含む記録資料である。また久能靖
著『皇宮警察』（河出書房新社 2017年3月）は，具体的な職務の事例を取り上げつつ皇宮警察の組織と役
割とその重要性を述べている。
2）皇宮警察史編さん委員会編『皇宮警察史』（皇宮警察本部 1976）付録「皇宮警察年表」を参照し，明治19
年～昭和元年（p.22～p.40）から抜粋し引用した。
3）「張貫黒塗」とあるのは，張抜きともいう，木型に和紙を張り重ね，乾燥させて型をはずし，黒漆を塗り施
す技法のことであろう。装束の冠や烏帽子，陣笠，などの造形で行われる。自由な発想で細部にまでこだわ
ることのできる手法といえそうである。
4）竹村雅夫「『桃形兜』の編年と地域性」『甲冑武具研究』155号 2006 p.2～p.14
5）「昭憲皇太后大喪儀絵巻」という題目は他の絵師が描いたものもあり複数巻存在する。しかし同じ内容の作
は無く，また絵師の生没年からすると時代が下がる。本作品は，極小の部分にまで描写が精緻で，記録絵巻
としても価値が高いと思われる。
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